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●点 鐘 
●ロータリーソング     我らの生業 
●四つのテスト 
●ビジター・ゲストの紹介 
●会長の時間     会長 堀口 裕之 
本日は 10月 28日以来の通

常例会で久しぶりの会長の

時間となります。さて 11 月

9 日の土曜日に行われた濃飛

グループインターシティミ

ーティングに参加された会

員の皆様におかれましては

お疲れ様でした。 

来年は岩本正樹次期ガバナー補佐予定者のもと

我が高山中央ロータリークラブがホストクラブと

して濃飛グループ内の他のクラブの皆様をおもて

なししなくてはなりません。 

そういった状況であるにもかかわらず当日の当

クラブからの出席者は多くなかったように思いま

す。通常日曜日が多いインターシティミーティン

グにおいて土曜日開催であったことが原因で欠席

された方も確かにお見えになろうかと存じます。

ロータリーにおいて例会等の出席は権利であって

義務ではありませんから欠席されても何ら問題あ

りません。ですが岩本正樹次期ガバナー補佐予定

者を支え次回インターシティミーティングを立派

に開催するためにはもっと多くの会員の皆様に参

加していただき次回に備えるための案内が必要で

あったと会長として深く反省しております。 

私は次期ホストクラブ代表挨拶として壇上にお

いて『高山中央ロータリークラブといたしまして

は岩本正樹次期ガバナー補佐予定者を支え全力で

おもてなしすることをお誓い申し上げます』と宣

言させていただきました。 

おもてなしで大切なことは思いやりの心です。

思いやりの心とは相手のことを思いやるというこ

とです。ロータリーの友情をもって次回インター

シティミーティングを大成功に導きましょう。 

 
●幹事報告    幹事代理 熊﨑 元康 
◎ＲＩ本部より 
・ザ・ロータリアン誌 

◎ガバナー事務所より 

・2025-26 年度 地区補助金

申請のご案内 

・ガバナー杯チャリティーゴ

ルフ大会決勝大会日程変更に

ついて 

 開催日：2025年 5月 16日（金） 

 会 場：名張カントリークラブ 

・バギオだより 

・クラブ増強報告書 7月・8月 

・表彰状の送付 

 2023-24年度ロータリー賞・永年地区役員感謝状

（高橋 厚生） 

○オクトンより 

・会員バッチについて 

○岐阜東南ロータリークラブより 

・インターアクト年次大会報告書およびＤＶＤの

ご案内 

○高山西ロータリークラブより 

・濃飛グループＩＭご臨席のお礼 

・例会変更のお知らせ  

 12月 13日（金）⇒14日（土） 

 まるい家 ニコニコ忘年例会 

 12月 27日（金）定款により休会 

 1月 3日（金） 定款により休会 

 

＜会報＞ 

・下呂ＲＣ  ・高山ＲＣ 

◆会長  堀口 裕之  ◆幹事  高橋 厚生  ◆会報委員長 中屋 出  ◆会報担当 渡辺 修治 

 

 会員数 出席会員 出席数 Make-up 出席率 

本日 

1377 回 

54 名 54 名 44 名 ----- 81.48％ 

前々回 

1375 回 
53 名 53 名 38 名 1 名 73.58％ 

 

高山中央ロータリークラブ 

WEEKLY REPORT 

＜出席報告＞ 

 

2024～2025 年度 高山中央 RC 会長テーマ 

美しい調和  「beautiful harmony」 

 

WEEKLY REPORT 
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＜入会セレモニー＞ 
新会員：大坪 靖幸  Ｓ43年 7月 1日生 

職業：(株)小瀬徳 大坪保険事務所  

   代表取締役 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
●ロータリー財団委員会 
          委員長 前越 路子 
補助金活動は、２０１３－14

年に、大幅に変更されて１２

年が経ちました。一言で言う

と、制度を簡単にし、地区の裁

量を増やしました。 

皆様からの寄付金の流れを見

ていただきます。 

財団への寄付は、年次基金寄

付と恒久基金寄付の大きく２種類あります。 

その中で、地区が補助金として使用できる地区財

団活動資金は、3年前の年次基金寄付と恒久基金の

前年投資収益の合計額の５０％で、そのうち５

０％が地区補助金として、残りの５０％と繰越金

がグロ-バル補助金として使用できます。 

補助金の対象となる事業は、人道的プロジェクト．

奉仕プロジェクト、財団の使命に関連している事

業、持続可能な事業となります。この中の財団の使

命ですが、ロ－タリアンが人々の健康状態を改善

し、教育への支援を高め、貧困を救済することを通

じて、世界理解、親善、平和を達成できるようにす

る事 を指します。 

グロ-バル補助金は、実施国と支援国のそれぞれの

クラブ又は地区が共同で提唱、７つの重点分野の

いずれかに関すること、最低３万ドル以上のプロ

ジェクト、地区活動資金に国際財団活動資金が８

０％上乗せされます。 

地区補助金は、主にクラブがある地元での比較的

小規模なプロジェクトに使用、各地区が補助金を

管理し、短期の１度のみのプロジェクト、補助金申

請は１２０００ドルまでです。 

地区補助金の説明とグロ-バル補助金の説明をい

たしました。 

このように皆様から頂いた寄付金は、各クラブの

活動に回されています。クラブの活動のためにも、

寄付をお願いいたします。 

 

令和 6 年秋の叙勲受章：瑞宝双光章 
              伊藤 正隆 

 

 

 

  ＜会員誕生日＞ 

  高原 清人    Ｓ３２年１１月 ２日 

  山本 辰男    Ｓ２７年１１月２１日 

  村井 繁喜    Ｓ４１年１１月２５日 

  清水 幸平    Ｓ２６年１１月２６日 

 

 ＜夫人誕生日＞ 

  都竹 太志   あやこ  １１月 ４日 

  平林 英一   紀子   １１月 ６日 

  高橋 厚生   佳美   １１月 ９日 

  松之木映一   洋子   １１月２６日 

 

 ＜結婚記念日＞ 

  高原 清人    Ｓ５６年１１月 ２日 

  直井 宏文    Ｈ２４年１１月 ４日 

  足立 常孝    Ｓ５３年１１月 ８日 

  山本 辰男    Ｓ５３年１１月１４日 

  渡辺 甚一    Ｓ５５年１１月１５日 

  和田 良博    Ｓ５４年１１月１７日 

  村井 繁喜    Ｈ ７年１１月１９日 

  大原 誠     Ｓ５８年１１月２０日 

  周  信夫    Ｈ ５年１１月２３日 

  角竹 正至    Ｈ１２年１１月２９日 

  大坪 靖幸    Ｈ ８年１１月３０日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜11月のお祝い＞ 
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 久しぶりの例会となります。皆様よろしくお願 

 い致します。本日より新入会員 大坪様が入会 

 されます。よろしくお願い致します。 

           堀口 裕之／熊﨑 元康 

 

 先週、東京にて瑞宝双光章を頂いて参りました。 

 皇居に初めて入ることができ、豊明殿で天皇陛 

 下よりお言葉も頂いて参りました。  

                 伊藤 正隆 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 伊藤さん、勲章受章おめでとうございます。  

            周 信夫／足立 常孝 

 

 ようやく新居が完成しました。息子家族と 6人 

 暮らしが始まります。家族円満を祈りましてニ 

 コニコへ。           岩本 正樹 

 

 

＜ニコニコ BOX＞ 


